
平成２７年度協会けんぽ事業計画について（全体図） 

基本理念 

 保険者として、健康保険及び船員保険事業を行い、加入者の皆様の健康増進を図
るとともに、良質かつ効率的な医療が享受できるようにし、もって加入者及び事業主
の皆様の利益の実現を図ることを基本使命としています。 

基 本 
コンセプト 

保険者の役割、目的 

事務的な機能 

  （４）加入者の加入手続きと 
    資格管理 

  （５）保険給付額等に見合った 
     保険料の設定、徴収 

  （６）レセプトと現金給付の 
     審査及び支払 

戦略的な機能 

  （１）医療の質や効率性向上のため 
      の医療提供側への働きかけ 

  （２）保健事業等を通じた加入者の  
    健康管理、健康増進 

  （３）広報活動による加入者への 
    医療情報の提供、疾病予防 

≪戦略的な機能を発揮するため≫ 

 保険者機能強化アクション 
プラン（第3期）の策定 

○  加入者及び事業主の皆様の意見に基づく自主自律の運営 
○  加入者及び事業主の皆様の信頼が得られる公正で効率的な運営 
○  加入者及び事業主の皆様への質の高いサービスの提供 
○  被用者保険の受け皿としての 健全な財政運営 

目標指標 

新しい業務・システムの定着 
人材育成の推進 

地域医療への関与 
調査研究の推進 
地方自治体との連携強化 
ジェネリック医薬品の促進 

データヘルス計画の実施 

広報の推進 

医療機関の資格確認 

的確な財政運営 

サービススタンダードの遵守 
効果的なレセプト点検の推進 
現金給付の審査の強化 

事業計画の主な重点事項 

ジェネリック医薬品使用割
合（数量ベース） 

26年度を上回る 

特定健康診査実施率 
被保険者57.5％ 
被扶養者20.2％ 

事業者健診のデータの 
取込率 

10.6％ 
（被保険者） 

特定保健指導実施率 
被保険者11.7％ 
被扶養者2.8％ 

メールマガジンの登録件数 26年度を上回る 

資格情報の取得から 
保険証送付までの平均日数 

２営業日以内 

健康保険給付の受付から 
振込までの日数の目標 
（10営業日）の達成率 

100％ 

健康保険給付の受付から 
振込までの日数 

10営業日以内 

加入者１人当たり 
診療内容等査定効果額 
（医療費ベース） 

26年度を上回る 

Plan 
計画の策定 

目標指標の設定 

Action 
課題の解決に向
けた検討・見直し 

Do 
施策の実施 

Check 
実施状況の 
分析・課題把握 

運営に対するPDCAサイクル 
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平成２７年度協会けんぽ事業計画 主な重点事項 

① 保険者機能を最大限に発揮すべく、「保険者機能強化アクションプラン（第３期）」を策定を行い、具体化を図る。 
 
② 地域医療構想（ビジョン）の協議の場の設置や、保険者協議会の法定化等により、各支部がビジョン等の策定に当たって必要な 
  意見発信を行う。 
 
③ 保険者機能を強化するため、中長期的な視点から、医療に関する情報の向上、効率化の観点を踏まえた調査研究を行う。  
 
④ 都道府県や市区町村と協会けんぽとの間で医療情報の分析や保健事業等における連携に関する協定を締結するなど、地方自 
  治体との連携強化を図る。 
 
⑤ 保健事業については、健診及び保健指導を中核とし、実施率向上に向けた各種取組を進めるほか、26年度に各支部において 
  策定した「データヘルス計画」を実施していく。 
 
⑥ 25年度からパイロット事業として実施している医療機関における資格確認事業の全国展開を図る。 
 
⑦ 協会けんぽの平均保険料率は10.00％と被用者保険の中でも高い水準に達しており、財政基盤をより強化するため、適切な財政  
  運営を実施する。 

 
⑧ 医療費適正化対策をさらに推進するため、レセプト点検、ジェネリック医薬品の使用促進を引き続き実施するとともに傷病手当金、 
 出産手当金、柔道整復施術療養、海外療養費等の健康保険給付の審査強化を図る。 
 
⑨ さらなるサービス改善のため引き続き、現金給付受付から振込までの期間について、サービススタンダード（１０営業日以内）を定
め、正確かつ着実な支給を行う。 

 
⑩ 業務・システム刷新により、定型的な業務の集約・外注化を進め、業務の効率化を図るとともに、創造的な活動を拡大することに
より、データヘルス計画の推進や事業所の健康づくり、保健指導の勧奨を促進するなど、加入者・事業主へのサービスの充実を図る。 

 
⑪ 階層別研修を実施するとともに、重点的な分野を対象とした業務別研修を実施する。特に若手職員に対する階層別研修では、職
員に自らのキャリアビジョンを意識させることにより、具体的な目標を持って日々の仕事に取り組む姿勢を持つことができるようカリ
キュラムを工夫する。 

主な重点事項 


